
新福井

えち
ぜ
ん
鉄
道

北
陸
新
幹
線

福井城址大名町

仁愛女子高校

足羽山公園口

福井

商工会議所前

福
井
鉄
道

福井

ハピ
ライ
ンふ
くい

JR
福井駅
JR
福井駅

え
ち
ぜ
ん
鉄
道

ハ
ピ
ラ
イ
ン
ふ
く
い

JR
越
美
北
線

放送会館

御座所跡

柴田勝家・お市の墓

福井県庁

御本城橋

NHK

仁愛
女子高

順化小

福井中央
郵便局

神明神社

神明公園

佐佳枝
廼社

さくら 通 り

中央公園

福井市役所

W.C

お
泉

水

通
り

百
間
堀
通
り

御
本
城
橋
通
り

御
本
城
橋
通
り

堀
端
通
り

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
通
り

福井地方
裁判所

福井春山
合同庁舎

福井新聞
さくら通りビル

リバージュ
アケボノ

H

香爐園
H

APA
H

タウン
H

フェニックス
H

錦公園

福井
銀行

芦

原

街

道

片

町

通

り

呉
服
町
通
り

花
月
橋
通
り

H
パレス

西武

柴田神社

ＮＴＴ西日本
福井支店 福井地方

合同庁舎

高志中・高

旭小

日之出小

東 大 通 り

白山公園

白山神社

福井年金
事務所

旭公民館

ＦＭ福井

泉橋

幸橋

桜橋

花
月
橋

京福H

エコノ
H

セントラル
H

マンテン
H

中央大通り

朝日山不動寺

不動公園

泰清院

毛谷黒龍神社

木田神社・清明神社

商工会議所

健康福祉センター

自然史
博物館

配水場

山頂古墳

笏谷石
露天掘跡

虚空蔵寺

あじさいロード

フジタ福井
H

足羽山トンネル

つくも公園

心月寺

孝顕寺

橋本左内の墓

H河甚旅館

招魂社

浄得寺

持宝院

毛矢公園

三秀公園

H
アズイン福井開花亭

H
パレスイン

P

P

大名町

三井住友信託銀行
（旧福井信託社屋）

P P

豊島公園

H
プラザ 東横イン

ルートイン H

H

太子堂

P

P

H宝永旅館

県教育センター

P

H
アネックス

Hフクイキャッスル

天守台

鎮徳寺

城の橋通り

木
田

橋
通

り

城勝公園

手寄公園

P
P

P

　あす　

足
　わ　

羽
　がわ　

川

荒
　
　川

運正寺

妙経寺（橋本左内菩提所）

妙長寺
（鬼子母神）

P

アオッサ

ハピリン

繊
協
ビ
ル

交番

交番

JA

御
廊
下
橋

山
里
口
御
門

舎人門

順化公民館

ケヤキ並木

ラカン樹

モミジ

シダレザクラ

イチョウ

イチョウ

駐輪場

散
策
路

路線バスのりば

高速バス・空港連絡バス
永平寺ライナーのりば

青
松
園

一乗寺
緑
公
園

乗国寺

浜町通り

さくらの小径

外 堀 通り

ドーミーイン
H

FUKUMACHI
BLOCK

西 東

北

南

足 羽 山
あす わ やま

公

園

通

り

P

照手公園

福井藩十二ヶ月
年中行事絵巻

三秀園跡

お市の碑

旧天王町

中根
せっ  こう

雪江宅跡

福井城址

くさ  か　べ 　

日下部太郎・
グリフィス像

くさ  か　べ 　

日下部太郎・
グリフィス像

旧浜町

旧長者町

横井
しょうなん

小楠寄留宅跡
横井

しょうなん

小楠寄留宅跡たちばなのあけみ

橘曙覧生家跡

丹羽長秀の墓

異人館跡

福井神社

芳賀矢一
ゆかりの地

岡田啓介生誕地

橋本
　さ  ない　

左内像

❺
さい こう　じ　

西光寺

たちばなのあけみ

橘曙覧記念文学館愛宕坂
周辺史跡

たちばなのあけみ橘曙覧・
健子親子像

たちばなのあけみ

橘曙覧・
健子親子像

北国街道沿い
城下南の町

旧柳町

笠原
はく おう 

白翁
除痘館跡

結城秀康像

松平春嶽像

❽
ちょうけい じ 

長慶寺

❹天魔ヶ池

❻
  じ しょう いん 

自性院

藤島神社
けいたい

継体天皇像

芝原用水

細井順子

通安寺

橋本
　さ  ない　

左内
生家跡

松尾芭蕉
宿泊地
とうさい

洞栽宅跡

愛宕坂

旧毛矢町
松岡屋吉兵衛石像

堀秀政の墓

旧塩町

旧京町
旧木町

旧本町

旧米町
こま

狛屋敷跡

柴田勝家・お市
・三姉妹像

旧百間堀

百間堀石垣

明新館跡

中根
せっ  こう

雪江像

松平春嶽像

福井城堀

震災記念碑

福井城旧景

岡田啓介・
松尾伝蔵像
岡田啓介・
松尾伝蔵像

吉田
 とう こう

東篁生誕地

桜木御門

安養寺

あたご ざか

愛宕坂茶道美術館

　ひので　

日出御門

足羽神社

旧山町
（
たばこや

莨屋旅館跡）

13

4

中根
せっ こう

雪江顕彰碑

福井城
本丸復元図
福井城
本丸復元図

岡倉
天心像

横井
しょうなん

小楠・
由利公正像
横井

しょうなん

小楠・
由利公正像

たちばなのあけみ

橘曙覧三女・健子の墓

10大森房吉像

大森房吉
生誕地

11由利公正宅跡由利公正宅跡

坂本
坂本龍馬歌碑坂本龍馬歌碑

妙観寺 由利公正像

グリフィス記念館 福井震災
継承パネル

左内公園
（一部工事中）

よう こう かん

養浩館庭園

❷
　つ く も

九十九橋・
　九十九橋解説板

❸郷土歴史博物館

❼
 そう  こう  じ  

総光寺

水道記念館

あ
た
ご 

ざ
か

愛
宕
坂

❾旧一乗町石碑

❶北庄城址

九十九橋有楽
公園

セーレン

国際
交流会館

旧
北
陸
道

●1 北庄城址
　9層の天守閣を有した日本最大級の城だったと記
録に残っている、柴田勝家の居城であった北庄城跡。
城址内には柴田勝家公・お市の方を祀る柴田神社、
茶々・初・江を祀る三姉妹神社がある。

●2九十九橋・九十九橋解説板
　越前に入った勝家が、南側を石造りに、北側を
木造に架け替えたと伝わる。半石半木の珍しい橋
として江戸時代には日本各地に知られ、葛飾北斎の
『諸国名橋奇覧』にも描かれている。

●3福井市立郷土歴史博物館
　越前松平家伝来の重宝・資料を多数所蔵し展示し
ている。常設展では、九十九橋の実大模型や福井城
本丸の縮小模型も展示している。

●4天魔ヶ池
　天正11年（1583）豊臣秀吉が勝家の北庄城を
攻略したとき、この付近に本陣を置いたと伝わる。

●5西光寺
　勝家公・お市の方の菩提所。天台真盛宗。朝倉氏
滅亡後、勝家が福井市岡保村から現在地に移転させた
と伝わる。墓がある境内は自由参拝。併設の勝家公
資料館は要予約 （℡0776-36-1528）。

●6自性院
　お市の方の菩提所。寺伝によると、お市の方23
回忌相当の年に、院号（自性院）を賜り如意輪山願
應寺自性院と改称したと伝えられる。

●7 総光寺
　丹羽長秀公の菩提所。長秀は勝家と共に織田家の
双壁と呼ばれた重臣。勝家自決後に北庄城主となった。

●8長慶寺
　堀秀政公の菩提所。秀政は勝家・丹羽氏の後の
北庄城主で、自画像も伝えられている。

●9旧一乗町石碑
　天正6年（1578）の古文書にみえる城下町で最
も古い町名であり、勝家が朝倉氏の本拠地の一乗谷
から住民を移住させてつくったまちといわれる。
当時から続く老舗もある。

発行：（公財）歴史のみえるまちづくり協会　2025.3

勝
家
・
お
市 

辞
世

勝家ゆかりの
福井を歩く

夏
の
夜
の 

夢
路
は
か
な
き 

あ
と
の
名
を

 

雲
井
に
あ
げ
よ 

山
ほ
と
と
ぎ
す

さ
ら
ぬ
だ
に 

う
ち
ぬ
る
ほ
ど
も 

夏
の
夜
の

 

夢
路
を
さ
そ
ふ 

ほ
と
と
ぎ
す
か
な

柴
田
勝
家

お 

市



大
永
二
年（
一
五
二
二
）  

勝
家
生
ま
れ
る
。（
異
説
あ
り
）

天
文
一
八
年（
一
五
四
九
）〜
二
一
年 

信
長
の
弟
、
信
行
の
家
老
と
し
て
資
料
に
初
見
。

弘
治
三
年（
一
五
五
七
） 一
一
月 

信
行
の
謀
反
を
信
長
に
密
告
。

 
  

信
長
の
直
参
と
な
る
。

永
禄
三
年（
一
五
六
０
） 五
月 

桶
狭
間
の
戦
い
に
出
陣
。
美
濃
攻
め
で
殊
勲
。

永
禄
六
年（
一
五
六
三
）  

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
来
日
。
お
市
の
方
、
浅
井
長
政
に
嫁
す
。

元
亀
元
年（
一
五
七
０
） 四
月 

信
長
、
朝
倉
攻
め
に
着
手
。

 
 

六
角
軍
に
囲
ま
れ
籠
城
、

 
 

水
瓶
を
割
り
決
死
の
覚
悟
で
六
角
軍
を
破
る
。（「
瓶
割
り
柴
田
」
の
異
名
）

 

六
月 
織
田
・
徳
川
連
合
軍
が
姉
川
の
合
戦
で
浅
井
・
朝
倉
軍
を
破
る
。

天
正
元
年（
一
五
七
三
） 七
月 

室
町
幕
府
滅
亡
。

 

八
月 

信
長
、
朝
倉
氏
を
破
る
。
朝
倉
義
景
自
害
。
浅
井
久
政
・
長
政
親
子
自
害
。

 
 

朝
倉
氏
・
浅
井
氏
滅
亡
。
お
市
の
方
、
三
姉
妹
と
と
も
に
信
長
に
身
を
寄
せ
る
。

天
正
二
年（
一
五
七
四
） 九
月 

長
島
一
向
一
揆
平
定
。
こ
の
こ
ろ
越
前
一
向
一
揆
決
起
。

天
正
三
年（
一
五
七
五
） 八
月 

越
前
一
向
一
揆
討
伐
で
活
躍
。

 

九
月
二
日 

信
長
よ
り
越
前
北
庄
を
与
え
ら
れ
る
。

 
 

北
庄
城
築
城
に
着
手
。
刀
狩
を
実
施
。

天
正
四
年（
一
五
七
六
）  

越
前
一
向
一
揆
ほ
ぼ
平
定
。
　
　

天
正
五
年（
一
五
七
七
） 八
月 

上
杉
謙
信
に
備
え
加
賀
に
派
遣
さ
れ
る
。

天
正
九
年（
一
五
八
一
）  

北
庄
城
に
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
来
訪
。

天
正
一
〇
年（
一
五
八
二
） 六
月
二
日 

本
能
寺
の
変
。
明
智
光
秀
の
謀
反
で
信
長
自
害
。

 

六
月
一
三
日 

秀
吉
、
中
国
大
返
し
、
山
崎
の
合
戦
で
光
秀
を
破
る
。

 
 

上
杉
景
勝
と
対
陣
、
本
能
寺
の
変
に
動
け
ず
。

 

六
月
二
七
日 

清
洲
会
議
に
お
い
て
、
秀
吉
主
導
の
も
と
秀
信
が
織
田
家
継
嗣
に
決
す
る
。

 

七
月
頃 

岐
阜
城
に
お
い
て
お
市
の
方
と
祝
言
を
あ
げ
、
北
庄
城
に
帰
る
。

 

一
一
月
三
日 

前
田
利
家
ら
を
山
崎
城
に
派
遣
し
、
秀
吉
と
和
議
。

 

一
二
月
九
日 

秀
吉
、
勝
家
と
の
和
議
を
破
り
近
江
に
出
兵
。

 
 

勝
家
の
養
子
勝
豊
の
長
浜
城
を
包
囲
。
勝
豊
を
降
伏
さ
せ
る
。

天
正
一
一
年（
一
五
八
三
）一
月 

滝
川
一
益
、
勝
家
に
与
し
て
北
伊
勢
で
戦
闘
を
始
め
る
。

 

三
月
三
日 

佐
久
間
盛
政
、
北
庄
よ
り
出
陣
。

 

三
月
九
日 

総
大
将
と
し
て
前
田
利
家
を
従
い
北
庄
出
陣
。

 

三
月
一
二
日 

玄
蕃
尾
城
に
着
陣
。

 

三
月
一
七
日 

秀
吉
と
対
陣
。

 
 

秀
吉
、
弟
秀
長
を
木
之
本
の
本
陣
に
置
き
、
長
浜
城
に
入
る
。

 

四
月
二
一
日 

秀
吉
、
盛
政
軍
を
余
呉
湖
西
岬
で
撃
破
。
柴
田
勝
政
戦
死
。
賤
ケ
岳
七
本
槍
活
躍
。

 
 

毛
受
兄
弟
に
馬
印
を
与
え
、
北
庄
へ
敗
走
。

 

四
月
二
二
日 

府
中
城
の
前
田
利
家
、
秀
吉
に
降
る
。

 

四
月
二
三
日 

秀
吉
、
北
庄
城
を
包
囲
。

 

四
月
二
四
日 

お
市
の
方
と
と
も
に
、
城
に
火
を
放
ち
自
害
。

 
 

三
姉
妹
は
北
庄
城
を
脱
出
。

 

四
月
二
七
日 

丹
羽
長
秀
が
北
庄
城
主
に
任
じ
ら
れ
る
。

柴
田
勝
家 

略
年
表


